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は、リボソーム上の Peptidyl tRNA からのポリペプチド遊離を分子シャペロンが促進する作用が関与していることを
新たに示している。
(2)多数の変異体酵素の発現が簡便に行える生体外タンパク質合成反応の特徴を活用して、合成された変異導入タン
パク質の評価を定量的に行うことで、同反応の酵素機能解析における有用性を示している。酵素の活性中心以外に数
アミノ酸の欠損を有する変異型酵素を、生体外タンパク質合成反応で調製し、速度論的評価を行っている。その結果、
これまで酵素機能への関与が不明であった、活性中心から立体配置上離れた領域のアミノ酸配列が、触媒反応に関係
していることを明らかにしており、今後、他の酵素機能の解析への有用性を示している。
(3)生体外タンパク質合成反応の効率化の目的で、同反応の律速因子の解明を行い、回分式生体外タンパク質合成反
応において、翻訳系および転写翻訳カップリング系での律速因子を明らかにしている。次に、律速因子である NTP
の連続供給によるタンパク質合成反応の持続によって、連続式生体外タンパク質合成反応によるタンパク質合成量の
向上に成功している。
(4)生体外タンパク質合成反応の効率化技術の開発について述べている。先ず、分子シャペロン画分の含有量を増加
させた細胞抽出液を用いることで、合成タンパク質の比活性が上昇することを示し、回分式での活性タンパク質の回
収率向上の手法を示している。次に、連続システムにおいて、低濃度の界面活性剤を用いることで、合成量が増加し
たことから、両手法を適用することで、生体外タンパク質合成反応の効率化による用途拡大の糸口を見出している。
以上のように、本研究では、バイオテクノロジー研究分野で重要な役割を果たす生体外タンパク質合成反応の活用
によって、生化学的基礎的知見の拡充を図るとともに、次世代の工業的タンパク質合成手段としても有望な同反応の
効率化に成功している。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
